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序

財団法人高知県文化財団埋蔵文化財 センターでは、平成4年 度 より建設省四国地方

建設局の委託 を受 けて中村市 と宿毛市 を結ぶ高規格道路建設 に伴 う埋蔵文化財発掘調

査 を実施 してお ります。四万十川支流の中筋川に沿 って、高規格道路が建設 されてい

るわけですが、 中筋川流域 は県下で も有数の遺跡が密集 している地域です。特 に古墳

時代 では、河川周辺で行われた祭祀遺跡が確認 されています。 さらに中世では、戦国

の様相 を垣 間見 ることがで きる山城跡が各集落に残 っているようです。

本書 は、平成7年 度に実施 した具同中山遺跡群 Ⅱ-1の 成果 をまとめた ものです。

弥生時代前期 ・中期か ら古墳 時代 にかけての複合遺跡 として大変貴重 な成果 を上げる

ことがで きました。弥生時代では幡多地方で数少 ない中期の資料や、古墳時代では祭

祀遺物 など連綿 と続 く各時代 の遺構 ・遺物 を検 出することができま した。この報告書

が埋蔵文化財 の保護 ・保全、 さらには今後の考古学研究の一助 となれば幸い と存 じま

す。

最後 にな りましたが、発掘調査の実施や報告書の作成にあたっては、建設省 四国地

方建設局中村工事事務所並 びに高知県中村土木事務所の埋蔵文化財 に対する深い御理

解 と御協力 を賜 ったことに心か ら謝意 を表す るとともに、関係各位 には多大 な御指導

と御教示 を頂いたことに、厚 く御礼 申し上げます。

平成12年3月

財団法人高知県文化財団 埋蔵文化財センター

所長 河 崎 正 幸





例 言

1本 書は、高規格中村宿毛道路建設に伴 う具同中山遺跡群 Ⅱ-1の 発掘調査報告書である。

2具 同中山遺跡群は、中村市具同に所在する。

3調 査は、建設省四国地方建設局 ・高知県の委託を受け、財団法人高知県文化財団埋蔵文化財セ

ンターが実施 した。本調査は平成7年5月 から平成7年11月 まで実施 した。本調査面積は、2,028

㎡である。

4本 報告書の作成 ・執筆は、各調査員が分坦 し編集は松田が行った。文責は、執筆者名 を文末に

記 した。古墳時代出土遺物の執筆 については、久家隆芳（高知県文化財団埋蔵文化財センタ-調

査員）が行った。

5検 出遺構に関しては、流路（SR）、土坑 （SK）、柵列（SA）、その他の遺構（SX）で標示 して

いる。出土遺物の実測番号は、写真図版中の番号 と一致 している。

6遺 構、遺物の測量及び写真撮影は各調査員が行った。航空写真は、（株）アイシ-に 委託 した。

さらに出土遺物の木製品は（株）京都科学、種子及び土壌分析 はパリノ ・サーヴェイ（株）に委託

した。

7出 土遺物実測図の縮尺は、弥生時代中期土器は1/3、弥生時代後期終末から土師器は1/4で統一し

ている。

8調 査にあたっては、建設省四国地方建設局中村工事事務所、高知県中村土木事務所の御協力 を

頂いた。また具同地区長 をはじめ地元住民の方々に、遺跡に対する深い御理解 と御援助を頂 き、

厚 く感謝の意を表 したい。

9出 土遺物、その他図面類の関係資料は財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターで保管 して

いる。
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第1章 調査に至 る契機 と経過

第1節 調査の契機

四万十川支流の中筋川下流域には、縄文時代以来連綿 と人間の残 した生活痕を確認できる。特に

古墳時代 には、流域沿いに大規模 な祭祀跡が確認され護岸工事に伴う発掘調査が昭和61年 度から高

知県教育委員会によって実施されている。この一連の調査により古墳時代から中世にかけての遺跡

が広 く分布 していることが周知された。これら遺跡のなかで最 も広範囲な遺跡 として具同中山遺跡

群が挙げられる。

中村市は、宿毛市同様幡多地方の中心 となる地域であるが、主要幹線 としての役割をはた してい

る国道56号線は愛媛県南予に繋がる流通のルー トでもあ り、四国西南部の大動脈 として利用されて

いる。国道56号線は、近年特に交通量が増加 し市街地付近では交通渋滞が頻繁に生 じる状況である。

そのような状況から建設省四国地方建設局中村工事事務所は、中村宿毛間の渋滞緩和 と高速道時代

の幕開けを鑑み、高規格中村宿毛道路の建設計画が進められている。さらに具同地区に関 しては高

知県による県道中村下ノ加江線の計画も同時に進められた。中筋川流域は、遺跡の密集地帯として

周知されているところであ り、計画路線にかかる埋蔵文化財包蔵地の保護について建設省四国地方

建設局中村工事事務所 と高知県教育委員会は協議を積み重ねてきた。協議の結果、計画路線変更が

不可能な埋蔵文化財包蔵地について、平成3年 度から財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センター

が試掘調査 を実施 し、遺構 ・遺物が検出され本調査が必要な地点について発掘調査を実施 してきて

いる。今回調査対象 となった具同地区は、建設省 と高知県が同時に工事計画を進行 している。工事

計画範囲は、古墳時代を中心とした広範囲な具同中山遺跡群が所在 していることから、平成5年 度

に試掘調査 を実施 した結果古墳時代の流路及び土師器片 を検出した。

試掘調査の結果に基づ き、建設省四国建設局中村工事事務所、高知県及び高知県教育委員会が協

議 した結果、遺物の集中する範囲を中心に発掘調査を実施することで合意した。平成7年4月1日

付けで委託契約 を締結 し、発掘調査は高知県教育委員会が受託 し、財団法人高知県文化財団埋蔵文

化財センターが実施 した。

第2節 調査経過 と調査組織

平成7年5月8日 から中村事務所 において準備に入 り、調査区の矢板設置作業を行い5月30日 か

ら調査区の掘削作業に入った。調査は順調に進み11月21日 に終了 し埋め戻 し作業に入った。その後

平成7年 度は、中村事務所において基礎整理作業に入 り、調査概報 を作成 した。平成8年 度 に整理

作業 と報告書作成作業に着手 したが、報告書印刷は西側 に隣接する調査区のⅡ－2区 の調査報告 と

合冊で印刷する計画であった。 しかし平成8年 度において、Ⅱ－2区 の用地交渉で地主との調整が

できず高知県 と建設省用地である具同中山遺跡 Ⅱ－2の 調査が平成11年度 まで延期になった。具同

中山遺跡群 Ⅱは、建設省 と高知県の開発であ りⅡ－2が 延期 となったことから、建設省 ・高知県 と

協議 した結果印刷は平成11年 度にⅡ－1の みで行うことになった。



発掘調査は、財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが実施 し、平成7年 度の調査体制は以

下の とお りである。

総括………………… 埋蔵文化財センター所長 原雅彦

調査事務総括………総務課長 田岡英雄 調査総括………調査課長 岩崎嘉郎

調査坦当……… 主任調査員 松田直則 ・伊藤強 調査員 山崎正明 調査補助員 筒井三菜

事務担当………主幹 吉岡利一 主事 石川馨

発掘作業員…浜田昌一 ・正木信邦 ・野並いほ り・立石正吉 ・岡上悦美 ・岡本定美 ・岡本寿美子 ・岡

本弘美 ・沖和子 ・中山末子 ・布陽子 ・松本菊美 ・林延子 ・中山昭子 ・大原千代枝 ・岡本隆江 ・長崎

竹美 ・岡本芳子 ・桑原定 ・橋田逸於 ・秋森広松 ・岡崎美代子

整理作業…吉本睦子 ・竹村延子 ・宮地佐枝 ・橋田美紀 ・門田美知子 ・山本由里 ・岡本智子 ・岡村朋

美・小野由香

第3節 調査日誌抄

5月8日 中村事務所開所。

5月10日 調査準備を行 う。

5月17日 調査区周辺草刈 り作業。

5月18日 調査区矢板設置作業。

5月30日 調査区掘削作業開始。

6月1日 現地プレハブ設置及び掘削排土運搬、

調査区周辺に基準点設置。

6月2日 調査区北壁セクション精査、Ⅲ層の

掘削 を開始する。

6月5日 前日の雨のため排水作業。

6月6日 調査区北壁の断面の精査を行 う。 Ⅰ

層からⅣ層までを確認する。

6月7日 調査 区北壁断面の写真撮 影 とセクシ

ョン図 を作成す る。

6月14日 調査 区北壁及 び東壁のセ クシ ョン図

を作成 する。13日 まで雨が降 り作業

中止 にする。

6月15日 調査 区北壁 の写真撮影 を行 う。 Ⅲ層

で ピッ トを検 出す る。

6月19日 Ⅲ ・Ⅳ層 か らの掘削 を機械力で行 う

が、土師器片が出土 し始 めたので人

力掘削 に変 える。

6月20日 Ⅲ ・Ⅳ層 を手掘 りで掘削 を行 う。土

師器の小破 片が出土す る。



6月21日 調査 区北西 隅Ⅲ ・Ⅳ層 を人力掘削 を

行 う。

6月22日 調査 区南西 隅柵列 をSA1と 名称 す

る。

6月26日SAlの ピッ ト埋土一部掘削。

6月27日 調査 区南 西部 ピッ ト群 プラン確認 。

清掃後SA1プ ランの写真撮影その

後実測 にはいる。調査 区北西部 Ⅳ層

の掘 り下げ を行 う。遺物が密集 して

出土す る。

6月28日 南西部柵列SA1の 半截作業。北西

部 はⅣ層の掘削 にはいる。

6月29日 北西部遺物集中地点の清掃、 その後

写真撮影。

6月30日 南西部 ピッ ト群の完掘 を行 う。

7月6日 南西部SA1やSKの 検 出遺構 の平

面測量 を行 う。

7月7日 南西部SA・SKの 清掃後写真撮影。

北西部 Ⅳ層包含層の掘 り下げ を行 う。

7月10日 調査 区北西部土器集 中地点の写真撮

影。調査 区西側 Ⅲ層掘 り下げ を行 う。

7月11日 か ら13日 調査 区南西部 Ⅲ層 の掘 り下

げを行 う。

7月17日 調査 区西端 に南北の トレンチ を設定

しこれ を トレンチCと す る。南 西部

はⅢ層 の掘 り下 げを行 う。

7月18日 トレンチCの 掘 り下げを人力で行う。

北半分はⅦからⅧ層を人力で掘 り下

げる。

7月19日 から26日 南西部Ⅳ層からⅤ層の掘 り

下げを行う。

7月27日 南西部Ⅴ層から大壺の破片が集中し

て出土する。

7月28日 大壺集中地点周辺の清掃。包含層Ⅴ

層の人力による掘削を行 う。

7月31日 大壺周辺の写真撮影を行 う。調査区

側Ⅴ層の掘 り下げを人力で行 う。

8月1日 昨日に続 き調査区西側 Ⅴ層の掘 り下

げを行 う。県議会総務委員会の視察

がある°

8月2・3日 大壺出土地点周辺の平面実測及

び取 り上げ作業を行う。

8月4日 調査区の中央部から東側部分のⅣ層

か らⅤ層の掘削を行う。東側部分か

らは、遺物の出土が少ない。

8月7日 から18日 包含層Ⅴ層からⅣ層を掘 り

下げる。及び包含層の遺物取 り上げ

作業。

8月21日 調査区南西部のⅤ層を人力で掘削。

北西部は遺物が出土 しないため機械

力で掘削を行 う。



8月22日 調査 区南西部 で流路跡 を確認 する。

8月24日 南西部掘削作業。包含層 出土遺物 の

取 り上げ。流路跡 をSX1と する。

8月28日 調査 区北西部 は機械力で掘削 し南西

部 は流路跡SX1の 掘削。

8月30日SX1の 実測作業。南西部 Ⅴ層 の人

力掘 削作業 。

8月31日 中央部北側 Ⅴ層 の掘 り下げ を行い 出

土遺物の取 り上 げを行 う。

9月4日 か ら17日 調査 区全体 のⅤ層 を中心 に

包含層 の掘削 を人力 で行 う。

9月18日Ⅴ 層掘 り下げ と、SX1の 下層 出土

遺物写真撮影及 び実測。

9月19日 か ら21日Ⅴ 層掘 り下 げ。SX1の 下

層 にさらに流路跡 の可能性あ り。

9月25日 包含層Ⅵ層 の掘 り下 げにはい る。

9月26日 か ら28日 Ⅵ層 を人力 で掘 削す る。

弥生土器が出土 し始 める。遺物の取

り上 げを行 う。

10月3日 Ⅳ層弥生の包含層 を人力で掘 り下げ

る。流路跡のSR2を 確認す る。S

R2の 遺物 を取 り上 げる。

10月6日 か ら16日 Ⅵ層の掘 り下げや、遺物出

土状況 の写真撮 影や実測、遺物取 り

上 げを行 う。

10月17日 か ら26日 トレンチCの 層序確認や写

真撮影。 Ⅳ・ Ⅳ′・Ⅶ層 を掘 り下 げ

る。SR2の 埋 土遺物 を取 り上 げる。

SX1の 平面実測 。

10月27日 か ら11月1日SR2の 埋土掘 り下 げ。

遺物 出土状況の写真撮影 。

11月2日 ・6日SR2の 完掘写真撮影。平面

実測 を行 う。

11月8日 全体 の清掃の後航空写真撮影。

11月9日 か ら14日 調査区南半分埋 め戻 し作業。

11月15日 Ⅷ層下層Ⅸ 層 よ り杭列 を検 出す る。

11月16日 Ⅷ 層́及 びⅨ 層 を人力 で掘 り下 げる。

杭列 の実測 と断面の写真撮影 を行 う。

11月21日 調査終了 で調査 区北半分 を埋 め戻 し

作業 開始す る。

11月30日 現場 プ レハ ブを撤去 して、中村事務

所 で整理作業 にはい る。

（松 田）



第2章 高知県及び遺跡の環境

第1節 高知県の概要及び地理的環境

土佐国高知県は北を急峻な四国山脈に、南

は太平洋に囲まれた地形を呈 し、古来より遠

流の地として知 られているように、 ともすれ

ば物流の遮断されやすい要素を持っている。

現在 も交通問題 ・人口の都市集中化現象 ・地

方や山間の過疎化 ・高齢化社会 ・産業の立ち

後れ等 さまざまな課題を抱 えている。 しか し

ながら、21世紀を迎えようとしている今 日、

本州－四国を結ぶ大橋の開通 ・高速道路や港

の整備 ・高知空港の拡張計画等が図られ大き

く変貌 を遂げようとしている。また、知事に

よって 「新いなか主義」や 「情報維新」が唱

えられ、地域の活性化が目指 されている。半面、開発に伴い多 くの重要な遺跡が次々に失われ、大

きな損失 となっている。また、現代社会の抱える諸問題は年を追って深刻化 してお り、私たちの未

来や、人間の持つ生活の本質とは何かが、現在問われようとしている。

高知県は東西に600km以 上の海岸線を有 し、その形は恰 も扇をひろげた地形を呈 している。その

海岸線 を大 きく見ると、地殻変動の結果、両サイドの室戸岬 ・足摺岬では土地が隆起 して全国的に

も有名な海岸段丘が発達 している。一方、中央部の高知平野では土地が沈降して、低 くなっている

現象が見 られる。これは、プレー トテク トニクス理論 による、フィリピン海プレー トが南海 トラフ

に沈み込む際の圧縮に伴うエネルギー （繰 り返される南海大地震）による結果である。浦戸湾から

浦ノ内湾 ・須崎湾 ・久礼湾 ・興津から佐賀にかけてはリアス式海岸が発達 してお り、天然の良港が

多 く形成されており、県西部に沈降海岸が多いことを示 している。また、県の両端部の宿毛湾や甲

浦湾にもそれが見 られ、豊後水道や紀伊水道を挟んだ他地域 との出入口としての機能を果た してき

た。一方、県境から海岸線までの南北の幅は約30kmと 狭 く、県域の79％ が山地 という数字が示すよ

うに、平野は各河川の河口部にわずかにしか存在 しない。従って高知県は海洋県であると同時に山

岳県でもある。地質構造的には、嶺北地方に三波川帯が、県の中央部に秩父帯が、県の中央部南縁

及び東部と西部に四万十帯が広がっている。これらは、御荷鉾構造線、仏像構造線、中筋 ・安芸構

造線と呼ばれる断層によって画されてお り、南に位置している四万十帯の形成年代が最も新 しい。

気温は黒潮が流れる太平洋側と標高の高い県境側では格差があり、降水量も内陸山間部に顕著であ

る。このような条件のもとで、人々は古来よりそれぞれの自然環境 ・社会環境に溶け込んだ生活を

展開 し、自ずとそれぞれの地域で独特の生業 ・産業.風 習 ・祭 り等が営 まれ、固有の文化が生み出

されてきたのである。

Fig.1高 知県及び中村市 の位置 図



第2節 高知県の歴史的環境

県下における遺跡の発掘調査は年々増加の一途を辿 り、大規模調査 も行われ始めている。ここで

は、近年の調査成果を中心に、県内の遺跡を各時代毎に概観 してみたい。人々の生活 （遺跡）は、

地理的要因によって左右 される場合が多 く、主に先述の地形的特色に合った遺跡分布 を示す。

1.旧 石器 ・縄文時代

県内の旧石器時代の遺跡は、段丘上を中心に10ケ所前後が分布 しているだけで、その数は非常に

少ない。しか し、新たに県西部でナイフ型石器等が確認されはじめている。縄文時代の遺跡は、従

来県下の7割 近 くが県西部に集中していた。 しかし発掘調査の増加により、中央部でも縄文遺跡が

河岸段丘上や丘陵の谷間、さらには沖積平野の深いところからも見つかっている。特 に近年注 目を

集めているのが本山町の松ノ木遺跡で、1992年 の発見以来5次 にわたり調査が行われ、その出土遺

物の量 ・内容共に西日本でも屈指のものとなっている。近年調査が行われたものを見 ると、中央部

では柳田遺跡 （後期 ・晩期）、林田シタノジ遺跡 （後期 ・晩期）、栄エ田遺跡 （後期 ・晩期）、奥谷

南遺跡 （前期 ・中期）があ り、西部では国見遺跡 （中期 ・後期）、船戸遺跡 （後期 ・晩期）、十川駄

場崎遺跡 （早期～後期）、木屋ケ内遺跡 （早期 ・前期）がある。また、山間部では松ノ木遺跡 （主

に後期）、北川遺跡 （後期）と圧倒的に後期から晩期にかけての遺跡が多い。

2.弥 生 ・古墳時代

弥生時代の遺跡は、何 と言っても拠点的母村集落と言われる田村遺跡が著名である。遺構出土の

一括資料や水田遺構は、多 くの研究者から注目されている。西部では縄文晩期土器と遠賀川土器 と

を伴出した入田遺跡が知られている。集落は、全般的に前期末と後期後半に増加する傾向にあるが、

特に県中央部の洪積台地上において、後期終末のタタキ目をもつ土器群が住居址か ら多 く出土して

いる。当該期における住居址数は優に100棟 を超す勢いであり、社会構造の変化 ・鉄器の普及等 を

窺い知ることができる。まさに古墳出現前夜の一様相 と言えよう。また、弥生終末～古墳初頭の集

落が山間部 において見つか り始め注 目されている。古墳時代の集落の分布は全般的に少ない。しか

し、中村平野の後川 ・中筋川流域の河川祭祀跡は大規模で全国的にも有名である。この中筋川水系

上流に県下では唯一の前方後円墳である曽我山古墳が確認 されている。このことは文化流入の門戸

であった事 と同時に、波多国における大和政権下の国造 を想定する要因になっている。他に土佐山

田町で確認 された四国最大の方墳である伏原大塚古墳などもあるが、ほとんどは 「小円墳、横穴式

石室、群集」 といった特徴をもつ後期古墳が中央部の山麓部を中心に分布 している。

3.奈 良 ・平安時代

古代 に入 り律令国家体制が整うと、国郡制が定められ、土佐国の歴史の主要舞台は高知平野に移

る。文献上からすると郡衙は、初め安芸、土佐、吾川、幡多の4郡 が設置され、その後高岡、香美、

長岡が加えられている。また、各郡 にはいくつかの郷が成立 している。南国市比江にある土佐国府

跡の調査が1979年 から継続的に行われている。第11次 までの調査の結果、内裏 ・国庁 ・国庁前 といっ

た小字が示すような遺構は検出されておらず、今後の調査に期待が持たれている。 しか しながら、

方形の柱穴をもつ掘立柱建物跡や緑釉陶器、硯、墨書 ・刻書土器などは土佐国府跡の歴史的変遷 を

知ることができる。他にも野市町や土佐山田町等で郡衙などの官衙跡やそれに関連するものと考え



られる遺跡が数例確認 されている。それ以外にも国分寺跡や比江廃寺跡 といった重要な遺跡の調査

も行われている。併せて調査結果の報告 を待ちたい。

4.鎌 倉 ・室町～江戸時代

中世においては山城の調査例が圧倒的に多い。長宗我部元親の最後の拠城である浦戸城跡や、土

佐七守護の一人 といわれる津野氏の居城である姫野々城跡等は注 目を集めた。芳原城跡、二ノ部城

跡、扇城跡、江ノ古城跡、ハナノシロ城跡、曽我城跡等は、地域の在 り方、地域の中心人物や城の

目的や機能性、更にはその勢力等の関連を探る上で重要な成果を挙げている。主に15世紀後半から

16世紀前半の遺物が多いようである。中村市の具同中山遺跡やアゾノ遺跡等では集落の変遷を追 う

ことができる。物資の流通や南海大地震 （1498年）の噴砂跡等多 くの情報 を与えてくれた遺跡でも

ある。他に特筆すべ きものに、佐川町の岩井口遺跡がある。13世 紀に成立 した在地領主のものと考

えられる館跡で、2条 の溝 に囲まれて、17棟 の掘立柱建物跡が検出されている。近世では、高知市

の鹿持雅澄邸跡や安芸市の五藤家屋敷跡 といった、云わば特別な調査例だけであったが、高知城や

小籠遺跡並びに永田遺跡等の調査が進み、県中央部において資料が増えはじめている。南国市の奥

谷南遺跡 においては17世紀中頃の儒墓が確認されている。全国的にも調査例の少ないものであ り貴

重である。

第3節 具同中山遺跡群及びその周辺

当遺跡は、中村市具同の中筋川左岸一帯

に広がる、古墳時代の祭祀跡を中心とした

複合大遺跡群である。絶対位置は、北緯32

度－58分 －19秒 、東経132度 －54分 －48秒

で、遺跡周辺から河口までの距離は約11km

である。本来の四万十川と中筋川の合流点

付近の沖積平野に位置する。 ここは蛇行す

る中筋川によって形成された自然堤防地帯

であり、自然堤防と氾濫源から構成されて

いる。河川の増水 ・氾濫時には、河道の両

側 に砂 ・シル トが堆積 し自然堤防が形成さ

れる。その背後の後背湿地も、氾濫時に堆

積するシル ト・粘土から成る。通常、下流の沖積平野は豊水地であり、反対に水の害のほうが怖い。

従 って、自然堤防上に集落を形成 し、水はけの悪い後背湿地は水田として利用される事が多い。こ

の人々による土地利用の公式は昔 も今 も変わらず、遺跡周辺はその景観 を留めている。中筋川流域

に広がる一連の遺跡は、この立地条件のもとに分布 している。

四万十川は、不入山に源を発 し、人々の生活を潤 し土佐湾西部に流入する。下流の中村市では中

筋川、後川 を合せる。延長196kmを 誇 り、県下最大の河川 として知 られている。河口部は三角江

（エスチュアリー）になっており、古来 より交通が栄えている。 日本最後の清流 と言われ、青海苔

Fig.2中 村市及び各市 町村 図



類の生産、鮎 ・鰻等の漁獲高は全国の河川中で有数であ り、人々への恩恵は計 り知れない。一方、

中筋川は、白皇山に源を発 し宿毛市と三原村の境界をなしたのち平田で中筋平野に入 り、東に向き

を変え、平野内を蛇行 しながら四万十川へ と向かう。流路延長36.4kmの 間にはい くつもの支流が合

流 してお り、当遺跡の付近で も森沢川 ・風指川が流れ込む。中村の地はこれらの河川によって形成

され、人々の生活 もそれに支えられてきた。半面、多 くの文献や人々の伝承が示す ように、県下で

も屈指の洪水地帯であった。多 くの水害についての問題は、中村市の歴史を語る上で看過できない

ものである。この主な理由として上流域 と下流域の降水量の差、河川の高低差、河川の曲流等を挙

げる事ができ、江戸期以来、長い歴史の中で様々な方策が講 じられてきたところである。特に中筋

川下流域では四万十川からの逆流により氾濫が顕著であ り、中村の人々の歴史はまさに水 との戦い

の歴史であったと言っても過言ではない。こうしたことからも解るように、当遺跡の主な性格は、

古墳時代洪水に悩まされていた当地の人々が、荒ぶる神 として 「川」を崇拝の対象 とし、祭 りを行っ

た河川祭祀跡であると言える。時間が流れて21世紀を迎える現在、自然 （四万十川等） との共存が

叫ばれている中、これらは、未来に向けて私たちが如何 にあるべ きかについての示唆に富むひとつ

の証である。（山崎）

Fig.3具 同中山遺跡群及 び周辺の遺跡



第3章 調査の方法と基本層序

第1節 調査の方法

今回の調査区は県道中村下ノ加江線 に沿って、台

形状の広が りをみせる。東西は約80m、 南北は約24

mを 測 り、調査対象面積は2,028㎡、調査 区南辺、

西辺は道路に面する。特に調査区南辺 に接する県道

は時間帯によって大型車なども通行するので、道路

崩壊を防ぐための措置として南辺、西辺に限って道

路 より約2m後 方に鉄製矢板を設置 した。調査区北

辺、東辺に関しては勾配約30度 の緩斜面に留め、木

の端材 を仮設 して土留めとした。また調査 に先立っ

て（株）ワタリ測量設計コンサルタントに依頼 し、調

査区周辺に4級基準点を3点 設定 した。

表土下約1.8mま では、試掘調査時に遺物の分布

をみなかったため、基本的に重機を用いて除去 した

（部分的に遺物が散見する場所では手掘 りも併用 し

た）。その後、層序確認のために調査区西端部中央

に トレンチAを 、調査区北端に トレンチB（ 排水路

も兼ねる）を開削 した。また降雨の場合かなりの湧

水が予想されるので、2m四 方の排水用水溜めを調

査区北西角に設定し、6イ ンチ水中ポンプを設置 した。

Fig.4調 査 区位置図

包含層 は縦横 にサブ ・トレンチ を開削 し層序確認 ののち手掘 りで掘削 に当た った。出土遺物 は必

要に応 じて写真撮影 を行 い、 トータル ・ステーシ ョンを用いて出土地点 を測量 したのち取 り上げた。

遺構 は写真撮影ののち平面 図、断面図 を必 要に応 じて作成 した。調査 区東部 は遺物の量 も少 な く、

手掘 りによる掘削 と併行 して、遺物の分布 をみない ところは重機 を使用 して掘 り下げた。

表 土下約5.2m、 第 Ⅹ層 （泥炭層） まで掘削 したのち、最終確認 のため東西 約40mに わたって ト

レンチCを 開削 し、遺物 、遺構 のない ことを確認 した。完掘状況、遺跡周辺の様 子等 については航

空写真撮影 を行い、調査 を終 了 した。

なおグ リッ ド設定 については、4×4mを 公 共座標 に沿 って調査 区全体 に配置 し、呼称 は南北 を

北か らA→B→C、 東西 を西か ら23→24→25と し、北西 隅か ら東へA－23、A－24、A－25と した。

東西 ライ ン上 に1～22の 呼称 がないのは、当初、本調査 区の西 に当たる Ⅱ－2区 を合わせて発掘調

査 報告書 にま とめ る予定であったためで、諸般の事情 に より今回 はⅡ－1区 のみ の報告書 を刊行す

るに至った ことによ り、1～22は 削 除 した。



Fig.5基 準点設定図

また トー タル.ス テ-シ ョンは,船 戸遺跡、具同中山遺跡群 Ⅰに続いて、今 回で3度 目の使用 と

なった。3次 元 データを1度 の測量 で取 り込み、デ ィスプ レイ、 プロッタに出力す ることで、デー

タを視 覚的に捉 え られ ることがで きる。緊急発掘調査 が増加 し、調査 の迅速化が求 め られ る今 日、

有効 な機器 である とい えよう。 しか し 「具 同中山遺跡群 Ⅰ」 の発掘 調査報告書 にお いて も指摘 され

てい るように、い くつかの使 用上の問題点が考 えられ、 トータル ・ステーシ ョンを用い るべ き発掘

調査 、及び用 いる場合の調査 方法、整理作業 の方法 については、今後 も検討 を要す る課題の一つ に

挙 げ られ る。

第2節 基本層序

調査区北壁及び、 トレンチC南 壁で確認 した基本層序は以下の通 りである。

第 Ⅰ層 表土層

第 Ⅱ層 青灰色粘質土層

第Ⅲ層 褐色粘質土層

第Ⅳ層 オリーブ灰色シル ト層

第Ⅴ層 暗オリーブ灰色シル ト層

第Ⅵ層 オリーブ灰色シル ト層

第Ⅵ′層 オリーブ黒色シル ト層

第Ⅶ層 暗オリーブ灰色粘質土層



第Ⅷ層 オリーブ黒色粘質土層

第Ⅷ′層 暗オ リーブ黒色粘質土層

第 Ⅸ層 暗灰黄色粘質土層

第 Ⅰ層 は表土層 で現在 の耕作土である。現況 は水 田と畑 地であった。

第 Ⅱ層 は旧耕作土 と考 え られ る。掘削直後 は青灰色であ るものの、酸化鉄分 を多 く含 み数 日で褐

色 に変色す る。

第 Ⅲ層 は古代 の遺物包含層であ り、標高5.15～3．05mの 間 に厚 く堆積 してい る。調査 区西部で は1

30～110cm、 調査 区東部 では80～60cmの 厚 さを測 り、西へ 強 く傾斜 す る。出土遺物 は須恵器及 び土

師器で、 ほ とんど細片 であるが約300点 ほ ど出土 してい る。

復元図示で きた遺物 は、須恵器9点 、土 師器6点 であ った。 また第 Ⅲ層 中か らは、古代 に伴 う遺

構 として、調査 区西部 中央 に柵列及び土坑 を検 出 してい る。

第 Ⅳ層 は古墳 時代 の遺物包含層である。標高4.55～2.85mの 間に堆積 してお り、中央部が厚 く100

～110cmを 測 るが、西部,東 部は40～50cmほ どの厚 さであ った。調査 区東部で は西 に向か って傾斜

してお り、西部ではほぼ水平 に堆積 する。出土遺物 は土師器細片が ほ とんどで、 これに若干の須恵

器が混 ざる。復 元図示 で きた遺物 は土 師器6点 であった。

Fig・6グ リ ッ ド設 定 図



Fig.7セ ク シ ョ ン ポ イ ン ト図

第 Ⅴ層 も古代 の遺物包含層で、少量 の炭化物 を含み、標高4.05～2.30mの 間 に厚 く堆積す る。調

査 区東部で は130cmほ どの厚 さを測 り、 ほぼ水平 に堆積す る。 中央部か ら西部で は60cmほ どの厚 さ

で西 に傾斜す る。出土遺物 は須恵器、土師器 を中心 に約4400点 を数え、包含層出土遺物 の うち7割

強が この層 より出土 している。復元 図示で きた遺物 は、 ほ とんど土 師器 で110点 あ ま りであった。

第Ⅵ層 は弥生 中期の遺物包含層で、標高2.80～1.8Omの 間に堆積 し,厚 さは約50cmを 測 る。 ほぼ

水 平の堆積 をみせ るが、調査区西部 でや や西 に向かって傾斜す る。 出土遺物 は弥生土器約250点 で

あ り、その うち15点 ほどが復元 図示 で きた。 また遺構 としては、調査 区南西部 に自然流路 を検 出 し

てい る。第Ⅵ′層 は弥生中期 の遺物包含層で、炭化物及 び植物遺体等 を多 く含 む。標高2.25～1.70m

の間 に約30cmの 厚 さで堆積 し、緩やか に西へ傾斜す る。 出土遺物 は約250点 を数 え、15点 ほ どが復

元図示で きた。遺構 としては第Ⅵ′層 中か らも自然流路 を検 出す ることがで きた。

第Ⅷ層 は標 高2.45～1.3Omの 間に約60cmの 厚 さで堆積 し、調査 区 中央部で西への傾斜 をみせ る。

出土遺物 は弥生土器細片数点のみである。第Ⅷ層 は標高1.60～1.05mの 間に50～30cmほ どの厚 さで、

ほぼ水平 に堆積す る。第Ⅷ′層 は標高1.20～0.90mの 間に30～20cmの 厚 さで、 ほぼ水平 に堆積 する。

第 Ⅸ層 は標 高1.05m以 下 に堆積 す る。出土遺物 では1点 のみであ るが、弥生前期土器 が復元 図示

で きた。 また前期 に伴 う遺構 として、杭列 を検 出 した。なお この下層 は泥炭層であ った。 （伊藤）



Fig.8セ ク シ ョ ン 図





第4章 調査成果

第1節 検出遺構 と出土遺物

1.検 出遺構

具 同中山遺跡群 の調査 では昭和63年 、平成 元年の中筋川の河川堤防工事 に伴 う工事 によ り、古墳

時代 の祭祀跡、古代 ・中世 の掘立柱建物跡 や集石遺構等が検 出 されている。平成6年 度 に行 われた

具 同中山遺跡群 Ⅰの調査 では第 Ⅰ区 において弥生時代か ら鎌倉 時代 にかけての自然流路跡 と小規模

ではあるが、古墳 時代 の祭祀跡 を確認 している。

今 回の具同 中山遺跡群 Ⅱ－1の 調査 においては、第 Ⅲ層 において柵列1条 、土坑3基 、第Ⅴ層 に

おいては柱穴2基 、焼土2基 、 自然流路1条 、第 Ⅳ層で は自然流路 を1条 、第 Ⅸ層 においては用途

不 明遺構1基 を検 出 した。遺構 は第 Ⅴ層 の柱穴2基 を除 くとほとん どが調査 区の西側 に集中 してお

り、 同様 に遺物の分布 も調査 区の西南部分 に範 囲が広が っている。各遺構 について は各層 ごとに述

べ てい くこ ととするが出土遺物が少 ない為 、時期 を特定で きない遺構が多い。遺構 内か らの出土遺

物 につい ては後述する こととしたい。

（1）第 Ⅲ層検出遺構

SA1

調査 区南西部、J－25～27、K－25・27の 第 Ⅲ層 より検 出 した。東西方向 に約7.5m、 南北方 向

に約2.2mを 測 るL字 状 を呈 した柵列 である。遺構 は22基 の柱 穴か ら形成 されてお り、東西方 向に17

基 、南北方向 に5基 の柱穴が確認 された。柱穴 の平面規模はP20が60cmと 最大径 を測 り、最小径 は

P14の15cmを 測 るが、多 くは23～25cm前 後 を測 る柱穴 か ら形成 されている。柱穴の形状 は円形 を呈

する ものが大 半 を占め る。柱 間距離 はP3か らP4の 間が最長の約85cm、P9か らP10が 最短距

離 の約28cmを 測 るが、ほ とんどは40～55cmを 測 る。柱穴 の深 さは最 も深いP20で 約24cm、P8、13、

19が 最 も浅 く約6cmを 測 るが、10～15cmを 測 るものが最 も多い。埋土 はすべ て単層の暗青灰色粘質

土 である。22基 の柱 穴の内、P4～7、9、10、12、14～17、20、21の13基 内には柱根 が残存 して

いたが、後 世の削平 の為 か、先端 の細片 のみである。各 遺構 （柱穴 ）の規模 については、Tab1を

参照 されたい。

SK1

調査 区南西部、K－26に おいて検 出 した。SA1か らは南 に約3.5mの 所 に位 置 してい る。平面

規模 は長径が約1m、 短径 は75cmを 測 る楕 円形状 を呈 してお り、深 さは約26cmを 測 る。埋土 はSA

1と 同 じく単層の暗青灰色粘質土層であ る。出土遺物 に関 しては皆無 である。
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Fig.10SA1平 面 図 及 び 断 面 図 、SK1・2・3平 面 図

Tab.1SA1柱 穴計測表



Fig.11SK1・2・3平 面 図 及 び エ レ ベ-シ ョ ン 図

SK2

調査 区南西部 、K－27に お いて検 出 した。SK1の 東側約1.3mに 位 置 してい る。平面規模 は長

径が約73cm、 短径 は67cmを 測 り、 ほぼ円形 を呈 してい る。深 さは約22cmを 測 り、埋土 はSK1と 同

じく単層 の暗青灰色粘質土層であ る。出土遺物 に関 して は皆無 である。

SK3

調査区南西部、K－27に おいて検 出 した。SK1、2と 同様 にSA1の 南側 に位 置 し、SK1の

東側約2.7mに 位置 している。平 面規模 は長径が約70cm、 短径 は65cmを 測 り、 ほぼ円形状 を呈 して

い る。深 さは約19cmを 測 り、埋土 はSK1、2と 同 じ く単層 の暗青灰色粘 質土 である。出土遺物 に

関 しては皆無 である。

（2）第Ⅳ層検出遺構

P1

調査区東部のD－35に おいて検出 した。検出段階では平面規模は長径が約38cm、 短径は約27cmを

測る楕円形状を呈していたが、断面観察段階で掘 り込みがみられ、柱穴の長径規模は約58cmを 測る。

深さは約36cmを 測 り、中央には直径約25cmの 柱根が残存 している。また掘 り込み部分からは約10cm

大の河原石が確認 された。柱根を固定するために使用された可能性 も考えられる。埋土は単層の青

灰色粘質土層であり、出土遺物については皆無である。



Fig.12P1・2平 面 図 及 び エ レ ベ ー シ ョ ン 図

P2

調査 区の東部 のD－34、Plか ら南東 約3.6m地 点 よ り検 出 した。長径 は70cm、 短径 は60cmを 測

る楕 円形状 を呈 し、柱穴 の深 さは約28cmを 測る。中央 にはP1と 同 じ く柱根が残存 していた と考 え

られるが、後世の削平のためか部分的 に しか残存 していない。P1と 同 じく約20cm大 の河原石 が確

認 された。埋土 は単層 の青灰色粘質土層 で、出土遺物 は皆無である。

SR1

調査 区南西部L－26～28、M－27に おい て検 出 した。検 出範囲 は南北方向 に約4.6m、 東西方 向

に約5.7mを 測 る。 自然流路 の一部分 と考 え られ る。平面規模 は東西方 向では流路の端 と思 われる

北部 で約2.2m、 中央部では約3.4m、 南部では約5.7mを 測 り、南側 にい くほど範囲は広が ってい る。

また西側 は浅いテラス状 を呈 している。流路 の深 さは北部 で40cm、 南部の最深部で は約90cmを 測 り、

北部 か ら南部 にか けて深 くなっている。流路の南部 は調査 区南限 にあたるために、全体 を検 出する

ことはで きなか った。南側 に行 くほ ど幅が広 く深 くなるこ とか ら、流路 は南側 の調査 区外 にのびる

と考 えられる。埋 土 は単層 の暗茶褐色腐植 土層 であ る。出土遺物はFig.17－1～10を は じめ とする

土器の他 、土 師器細片 もあわせ る と 約172点 出土 してお り、遺物の大部分 は北側 の斜面部 に集中 し

て出土 している。



Fig.13SR1平 面 ・エ レベ-シ ョン図及 び出土遺物垂直分布 図

SR2

調査 区南西部、L－26、27、M－26、27に おいて検 出 した。第 Ⅳ層 で検 出 したSR1の 下層 に

あた る。SR1と 同 じ く自然流路の一部分 と考 え られる。平面規模 は南北方 向に約6.7m、 東西方

向 に7.6mに 及ぶ。東西方向で は北部 では2m、 中央部 では3.6m、 南部 では約7.6mを 測 り、南側 に

行 くほど範囲が広が る。深 さは北部で は20cm、 最南 部の最深部で は約1.4mを 測 り、SR1と 同 じ

く北か ら南側 にか けて範囲 も広 く、深 くなってい く。調査 区の南限 にあたる為 に、遺構全体 の把握

は不可 能であったが、SR1と 同 じく調査区外 にのびる もの と考 えられる。埋土 はオリーブ黒色腐

植土層で、木片 を多 く含 んでいる。出土遺物 はFig.18－11か らFig.20－36を は じめ とす る縄文晩期

か ら弥生後期 後半の土器が出土 している。 また木製 品の他、土器片が細片 もあわす と約337点 出土

している。遺物 の大部分は流路北端 に集 中 してい る。

炭化物集中

調査区西部のJ－26～27に かけて検出した。遺物の集中とともに暗黒褐色の炭化物集中を検出し



Fig.14SR2平 面 ・エ レベーシ ョン図及 び出土 遺物垂直分布図

た。平面規模 は長径が50cmと 、35～45cmの 範 囲を測 る2箇 所 か らなる。 ともに平面形 は不定形で あ

る。範囲内 には土器片が混在 してお り、土器片部分 には炭化物が特 に集 中 してい る。炭化物集 中内

にはFig.37－134、Fig.38－142、Fig.40－153、155、157の 土器 が出土 してい るが、 どれ も甕のみで

ある。 この遺物 に関 しては次章の包含層遺物 で詳 しく述べ るが、134は 外面、142は 口縁部外面、153

は内面 に煤 の付着が認 め られる。周辺か らはFig.37－118の 甕 とFig.36－82の 手捏 ね土器が 出土 して

お り、118は 口縁部 か ら体部 にか けて一部煤 の付着が認め られ る。

（3）第 Ⅸ層検 出遺構

SX1

調査 区北西部の Ⅰ－26、H－27に おいて杭列 を検 出 した。杭列 は南西 か ら北東方向 に2列 を確認

した。東側 の1列 には16本 、約0.6m離 れた西側 には2本 の木杭が打 たれている。杭 列の距離 は西

側 が約6.2m、 東側 で約0.6mを 測 り、 と もに、北東方向の調査 区外 にまでの びる と考 え られる。調

査 では木杭 を検出 したのみで、柱穴等の掘 り込 みは確認で きなか った。杭 間距離 は杭3か ら4の 間
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が最短 の20cm、 杭6か ら7の 間が最長で84cmを 測 り、等 間隔では打 たれてい ない。各杭 の規模 は腐

植 に よ り原形 を留 めてい る もの は少 ないが、杭14の 全長18.5cmを 測 るものか ら、杭16の 全長83cmを

測 る ものまで存在 す る。平均 では40cm台 の ものが多 い。全幅 は5cm未 満 の もの3本 、5～10cmの も

の10本 、10cm以 上の ものが2本 あ り、全厚 は2～3cmと 非常 に薄い作 りを呈 してい る。 また、先端

は三角形状 に尖 らせてはお らず、 ほ とんどの先端 は幅 の広い板状 を呈 してい る。 このSX1の 側 か

らはFig.29-78の 甕が出土 してい る。

2.遺 構 出土遺物

今 回の調査 では第 Ⅲ層 において柵 列 （SA1） 、第 Ⅳ層 におい て自然流路の一部 と考 え られるS

R1、SR2を 検 出 した。 ここではその遺構 か ら出土 した遺物 について述べ てい きたい。SR1で
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Tab.2SX1木 杭計測表



Fig.17SRl出 土遺物実測図

は土師器が172点 の他、木製品等が出土 している。SR2で は縄文土器1点 、弥生土器が細片 もあ

わせると337点 出土 している。下層の第 Ⅸ層ではSX1を 検出し、木杭 を検出 している。ここでは

図示できた土器、木杭等について述べていく。詳細については遺物観察表を参照していただきたい。

（1）SR1出 土遺物 （1～10）

1～3は 土師器の鉢である。1は やや尖底気味の底部から体部は斜め上方に伸び、口縁部に至る。

内面には箆状工具による放射線状のナデがみられる。また外面は底部から口縁部付近までタタキ調

整が行われ、底部付近はその後ナデが施 されている。2は 体部は丸みをもち、体部外面にはタタキ

目痕、内面には箆状工具によるナデ痕がみられる。3は 底部は指頭によりやや平底 をなし、体部は

丸みをおび口縁部に至る。底部から体部にかけては叩き成形のあとナデが施されている。口縁部内

外面には横方向のナデ、体部 ・底部内面にはナデが施される。4は 手捏ね土器の鉢である。体部か

ら口縁部にかけては内弯 しており、杯形を呈 している。内外面共に、指押 しにより成形されている。

5は 高杯の杯部である。体部から口縁部にかけて外反 している。内外面ともにナデ調整が施され、

所々煤が付着 している。6は 高杯の脚部である。底部は 「ハ」の字状に開 く形態を呈 してお り、端

部は下方にっまみ出している。内外面ともに箆状工具によるナデ調整が施されている。7は 甕の口

縁部である。内面は箆状工具によるナデ、外面には同 じくナデ調整が施されている。外面には煤が

吸着 している。8、9は 壺である。8は 頸部から口縁部まで残存 している。頸部は 「く」の字状に
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曲が り口縁部に至る。外面は叩き成形の後、ミガキ調整をおこなっている。内面にはナデが施され

ている。外面は一部煤が付着 している。9も 頸部から口縁部にかけて残存 してお り、頸部から口縁

部にかけては、「く」の字状 を呈 している。内外面 ともにナデ調整が施され、外面には一部煤が付

着 している。10は 甕である。やや尖底気味の底部 より体部にかけて丸みをもって立上が り、上方に

伸びる。体部から頸部にかけては内弯 し、口縁部に至る。口縁部は外反 しなが ら上方に伸びる。頸

部から胴部の外面は叩き成形、体部下半から底部にかけては叩き成形の後、ナデが行われている。

頸部内面には指頭による圧痕、口縁部から体部内面にはハケ調整がみられる。内外面ともに煤が付

着 している。
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（2）SR2出 土遺物 （11～37）

11は壼の頸部である。胴部から頸部にかけてゆるやかに立上がり、頸部は斜め上方に伸びる。全

体的に摩耗が著 しく調整が明確ではないが、外面には5条 の櫛描が2箇 所、頸部から胴部にかけて

は数条の櫛描がみられる。頸部の櫛描下には楕円形状の浮文が貼付 されている。12は壼の口縁部で

ある。端部は粘土帯を貼付 し肥厚させてお り、頸部外面には微隆起帯が巡る。口縁部下はナデがみ

られる。13は 壺の口縁部である。頸部から口縁部へは外反 しながら伸び、端部は平坦面 をなしてい

る。外面には粘土帯を貼付 し肥厚させてお り、浅い刻目が施されている。また粘土帯の下方は指押

しのためか凹凸がみられる。その下方には2条 の微隆起帯を貼付 している。14は 壺の口縁部である。

端部外面には薄い粘土帯 を貼付 してお り、口唇部には刻目を施 している。粘土帯下はナデている。

15は壼の口縁部である。口縁端部には刻目を浅 く施 し、下位には微隆起状の突帯が巡る。他に比べ

器壁が薄い作 りとなっている。16は 甕の口縁部である。全体に摩耗著 しく調整は不明瞭であるが端

部には粘土帯を貼付 し、肥厚 させている。また下方には微隆起帯が1条 巡っている。15と 同様に薄

い作 りを呈 している。17～19は 甕の口縁部である。17は頸部から口縁部にかけて大きく外反し、端

部は面取 りされたような平坦面を呈 している。外面には粘土帯を貼付 して肥厚させてお り、その上

から刻 目を施 している。粘土帯直下は押圧されてお り、所々凹凸状 を呈 している。その下方には2

条の微隆起帯が施されているが、同様に指押 しを行 っており、凹凸状 を呈 している。18は 頸部から

口縁部 にかけて大 きく外反 し、端部は面取 りされている。外面には幅の狭い粘土帯を貼付 して肥厚

させてお り、口唇部には刻目が施 され、刻目下は横ナデを行っている。口唇部下には横方向のハケ

目調整、頸部には縦方向の荒いハケ目調整を施 している。全体に器壁は薄い作 りを呈 している。19

は頸部から口縁部にかけて外反し、端部は面取 りされ平坦面をなしている。口縁部外面には幅5㎜

の粘土帯が貼付され、上位１/2には刻 目がなされ、す ぐ下位は箆状の工具により押圧されている。口
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縁部下位 も同じく箆状工具により押圧され所々に凹凸がみ られる。内外面には一部煤が付着 してい

る。20はやや丸みをおびた胴部から頸部に至 り、頸部はくびれ、口縁部にかけて大 きく外反する。

端部は面取 りされてお り、口縁部外面には幅5㎜ の粘土帯が貼付 され、下端には刻目が施されてい

る。下位は強いナデにより微隆起帯を作 り出している。頸部から胴部 にかけてはそれを区画するよ

うに細い微隆起帯が巡っている。微隆起帯の上下は横方向の強いナデが行われ、段を明確化 し、下

位には3㎜ を測る楕円形状の浮文が2箇 所貼付されている。内面もナデによる調整が行われている。

外面には一部煤が付着している。21～24は 甕の体部である。21は20と 同様に頸部 と胴部を画するよ

うに微隆起帯が巡 り、下位には3㎜ を測る楕円形状の浮文が2箇 所貼付 されている。頸部外面には

刻 目と縦方向の箆描が12条施 されている。全体 に器壁は薄 く、外面には一部煤が付着 している。22

は外面に微隆起帯が1条 巡る。上下は強いナデにより段を形成 している。頸部外面には箆状工具 に

よる刻 目が施されている。微隆起帯の直下には楕円形状の浮文が貼付 されている。内外面はナデ調

整 を行 う。23も 同じく頸部 と胴部を画する微隆起帯が2条 施され、下位の微隆起帯直下には円形浮

文が貼付 される。全体の様相は分からないが、浮文は約4cm間 隔で貼付 されている。全体 に摩耗が

著 しく調整は不明瞭である。24も23と 同じく頸部 と胴部間には2条 の微隆起帯、下位の微隆起帯に

は円形浮文が貼付 されている。内面にはナデ調整がみられる。25は頸部から体部間に1条 の微隆起

帯がめぐり、頸部外面には斜位方向の刻目が施 される。微隆起帯下位には1箇 所円形浮文が剥離 し

たと思われる箇所が存在する。全体に摩耗が著 しいため調整は不明瞭である。26も 頸部から体部に

かけて残存 している。外面には微隆起帯を1条 巡 らし、上方には斜位の刻目が巡 らされている。27、

28も体部のみ残存 している。外面には微隆起帯 を2条 巡 らし、下位 には楕円形状の浮文を貼付 して
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いる。28は微隆起帯間を押圧 して成形 し、器壁は薄い作 りを呈 している。29は体部片である。外面

には4条 の微隆起帯が巡る。30～33は 底部である。30は 平底から体部にかけて斜め上方に伸びる。

外面には箆状工具による削 り、ナデがみられる。底部外面には箆状の痕が残る。31は平坦な底部か

ら体部は斜め上方に伸びる。内面には煤が付着 している。32は平坦な底部から体部は斜め上方に伸

びるが、底面の上方で段をなしてお り、高台状 を呈 している。33は やや大振 りの平底の底部から体

部は外上方へ大きく開いていく。内面には一部ナデ調整がみられ、全体に薄い作 りを呈 している。

34、35は 甕の胴部から口縁部である。胴部に最大径をもち、体部から頸部に向かって 「く」の字状

に曲が り、口縁部に至る。口縁部端部はやや平坦面をなしている。胴部外面は叩き調整の後ハケ調

整、頸部から口縁部にかけては不定方向のハケ調整 を行っている。口縁部内面は横方向のハケ、頸

部から胴部内面は斜位方向のハケがみられる。ともに弥生後期後半の様相をもつ。36は 甕の底部で

ある。平坦気味の底部から体部は斜め上方に開きながら伸びる。体部外面は叩き調整の後、縦方向 ・

斜位方向の丁寧なハケ調整を行 う。内面には煤が付着 している。37は縄文土器の深鉢の口縁部であ

る。口縁端部外面には刻 目突帯文、外面には条痕が施 されている。その他に図示で きなかったが、

薄い木片を編んだ と考えられる木製品が出土 している。

（3）SA2出 土木製品 （38～46）

調査 区北西部 Ⅰ－26、H－27の 第 Ⅸ層 において検 出 した杭列の杭 である。まだ調査区外 に続 くと

考 えられた。杭 は全体 で17本 検 出 したが、腐植 した ものが多 くを占め、図示 で きた もの は9点 のみ

であ る。各杭 とも先端 を三角形状 に加工 した ものはな く、ほ とんどが断面 が薄 い矢板状の板材 を呈

している。詳細 は後項の観察表 を参照 されたい。 （筒井 ）
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第2節 遺構外出土遺物

1.縄 文時代～弥生時代

遺構外の出土遺物は、主にⅤ層からⅨ層の包含層出土遺物である。縄文時代から弥生時代前期の

遺物は、 Ⅸ層から2点 出土 してお り数少ない。弥生中期の遺物は、本調査区の西側部分 を中心にⅥ

層からⅥ′層にかけて出土 している。弥生中期の遺物破片点数は約900点 という少ない出土量で、さ

らに実測可能な遺物 も細片で全体的な器形 を伺い知るものが少ない。 しか し細頸壺やいわゆる土佐

型甕 と呼称され、四国西南部に主に認められる特徴を有する土器等が出土 している。

ここでは、個々の遺物の特徴を述べてい くことにして、法量 ・出土層位等の詳細は法量表を参照

願いたい。また、弥生中期の土器群の中で従来形態から壺と表現 されていた遺物について、いわゆ

る土佐型の範疇に入ると考えられる遺物については、ここでは甕 として表現 してお く。

縄文晩期の土器1点 が、調査区西側部分の Ⅸ層か ら出土している。47は 、浅鉢の口縁部破片 と考

えられる。口径 は復元できないが、口縁部は外反 し端部外面 に一条の沈線が施される。調整は、全

体的に摩耗が著 しいが、内面に一部横位の磨きが確認できる。色調は、内外面暗褐色で胎土は石英 ・

長石粒や1㎜ の砂粒 を多 く含む。

48か ら53までは壺で、細頸壼に分類できるものである。48は、胴部から直線的に上方に立上がり、

頸部中程よりやや外方に外傾 して口縁部に立上がる。頸部は、9本 単位で7条 の櫛描直線文が施さ

れる。施文は、精巧ではなく原体は細 くて浅い。口縁部は、櫛描の上か ら刻目を施す。浮文は、口

縁下7箇 所に施 されているが、間隔は一定でない。口縁部内面は、横ナデで頸部は箆状の原体で縦

方向のナデを行 う。内外面に煤が付着する。49は、48と 比べ口径がやや広 くなるが、頸部から上方

Fig.24弥 生時代 Ⅵ ・Ⅵ′層 出土遺物分布図



Fig.25弥 生時代 Ⅵ ・Ⅵ′層 出土遺物接合 図及 び垂直分布図



に立上が り、口縁部は緩やかに外傾する。頸部外面は、櫛

描波状文 と直線文を交互に施文され櫛描の原体は細 く浅い。

口縁部外面には、粘土を貼付 し縦位の刻 目を入れる。その

下位には、2条 の微隆起帯を貼付 し、その間には刺突文が

施される。微隆起帯の下位にも櫛描波状文が施される。内

面はナデ調整される。50は、頸部から上方に立上が り、口

縁部は緩やかに外傾する。頸部は、櫛描直線文が施文され

る。口縁部外面には、粘土を貼付 し縦位の刻目を入れる。

その下位 には、2条 の微隆起帯が貼付 される。内面はナデ

調整され、一部に指頭圧痕が残る。51は、頸部から上方に立上が り、口縁部は緩やかに外傾 し端部

は面をなす。口縁部外面には、薄い粘土帯を貼付 し斜位の刻 目が施される。頸部外面には、3条 の

微隆起帯が施 されているのが確認できる。52は 、頸部が上方に立上が り、外面に数状の櫛描直線文

とその下には波状文が施される。全体的に摩耗が著 しい。53は、頸部から上方に立上が り、口縁部

は緩やかに外傾する。口縁部外面には、幅1.2cmの粘土帯 を貼付 し縦位の刻目を入れる。その下位

には、円形浮文が貼付される。内面はナデ調整される。全体的に摩耗が著 しい。

54か ら59は、広口壺 と考えられる。54は、頸部が短 く上方に立上が り、大きく外反 し口縁部に至

る。口縁部は、幅8㎜ の粘土帯を貼付 し、口縁端部は丸 くおさめ外面に刻目が施 される。外面はや

や摩耗 しているが ミガキ状に残るところがある。55は 、頸部が上方に立上が り、口縁部にかけて大

きく開く。口縁端部は面取 られ、幅7㎜ の粘土帯が貼付 される。粘土帯外面には、深 く刺突され刻

目が施される。口縁部か ら頸部にかけて外面に縦方向の荒いハケ目が施される。口縁部内面横ナデ

調整である。56の 口縁部は、ラッパ状 に開き幅1.7cmの粘土帯 を貼付する。粘土帯の外面 には、一

部指頭圧痕が残 る。内面は、ナデが施 される。57は 、大 きく開 く口縁部 に、幅2.4cmの粘土帯が貼

付され肥厚 させる。内外面横ナデが施 される。58は 、大きく開く口縁部に、粘土帯が貼付され肥厚

する。断面貼付の痕跡は明瞭ではない。口縁端部は面をなし、端面に刻目が施 される。口縁部内面

にも1.7cmの幅で斜格子文が施 される。全体的に摩耗が著 しい。59は 、大 きく開く口縁部に、端部

は肥厚 し凹線文が施される。口縁部内外面横ナデ調整で、頸部外面には縦方向のハケ調整が残る。

60か ら67と73・74は 、いわゆる土佐型甕の範疇でとらえられる甕である。60は 、大 きく開く口縁

部に、幅1.5cmの粘土帯が貼付 され肥厚する。口縁端部は面 をなし、端部下端に刻 目が施 される。

口縁部内外面横ナデ調整が施される。61は 、大きく開 く口縁部に、幅1.6cmの粘土帯が貼付 され肥

厚するが断面貼付の痕跡は明瞭ではない。口縁端面の下部で粘土帯上端部に刻 目と下端部は微隆起

帯1条 が施 される。刻目と微隆起帯の間に指頭圧痕が残る。口縁部外面には、箆状工具による縦線

が施される。内面は、横 ナデ調整が施 される。62は 、大 きく開く口縁部に、幅1.5cmの粘土帯が貼

付され肥厚する。断面貼付の痕跡は明瞭ではない。口縁端部は面をなし、端面の下方で粘土帯上端

部に刻目と下端部は微隆起帯1条 が施 される。全体的に摩耗が著 しい。口縁部から頸部にかけて内

外面ナデ調整が施される。63は 、大 きく開く口縁部に、幅7㎜ の粘土帯が貼付 され肥厚する。口縁

端部は面取 られ粘土帯外面に刻 目が施される。粘土帯の下方に微隆起帯2条 が施される。内面は、

Fig.26IX層 出土縄文土器実測 図



Fig.27弥 生土器実測図1



Fig.28弥 生土器実測図2



横ナデ調整が施される。64は、大 きく開 く口縁部に、幅9

㎜の粘土帯が貼付 され肥厚 させる。口縁端部は丸 くおさめ、

粘土帯外面に刻目が施される。粘土帯下に微隆起帯を2条

貼付する。口縁部内外面横ナデ調整が施される。65は、大

きく開 く口縁部に、幅2.4cmの粘土帯が貼付され肥厚する。

口縁端部は面をなし、粘土帯上端部に刻目と下端部は横ナ

デが施 される。粘土帯下に微隆起帯を1条 貼付する。口縁

部内外面横ナデ調整が施 される。66は 、大きく開 く口縁部

Fig.30石 鏃実測図

に、幅1.5cmの粘土帯が貼付 され肥厚する。断面貼付の痕跡は明瞭ではない。口縁端部は面をなし、

端面の下部で粘土帯上端部に刻 目と下端部は微隆起帯1条 が施 される。粘土帯下に微隆起帯を1条

貼付する。口縁部内外面横ナデ調整が施される。67は、頸部から大 きく外反 し口縁部に至る。口縁

部は、幅1.8cmの 粘土帯を貼付 し、口縁端部下端 に刻目が施される。粘土帯の下位には、2条 の微

隆起帯が施される。胴上部外面にも、3条 の微隆起帯が施され、下位の微隆起帯に円形浮文が貼付

される。内面はナデ調整がなされる。73は 、胴上部から頸部にかけての破片である。胴上部に2条

の微隆起帯が貼付 される。頸部外面はナデ調整が施される。内面には一部指頭圧痕が確認できる。

74は、胴部片で、上胴部に微隆起帯を貼付 し、その上に円形のやや厚い貼付文が施される。内外面、

横や斜め方向にナデ調整が施 される。

68か ら72は、甕の口縁部から胴部破片である。68は 、大 きく開 く口縁部に、幅1.5cmの 粘土帯が

貼付 され肥厚する。断面貼付の痕跡は明瞭ではない。口縁端部は面をなし、粘土帯外面に刻 目が施

される。その下方には微隆起帯1条 が施される。全

体的に摩耗が著 しい。69は、胴部片で、上胴部に微

隆起帯 を貼付 し、その上に円形貼付文が施される。

内外面、横や斜め方向にナデ調整。70は 、胴上部か

ら頸部にかけての破片である。胴上部で頸部の境に

4条 の微隆起帯が貼付 され、その下方の微隆起帯に

円形浮文が貼付される。内面にはナデ調整が施 され

る。71は 、細頸壺の胴部破片 と考えられ、外面には

櫛描直線文 と波状文を連続 して施される。72は 、胴

上部から頸部にかけての破片である。胴上部で頸部

の境に一条の微隆起帯が貼付 され、その下位 に円形

浮文が貼付 される。頸部外面には、縦方向の箆描 き

が施される。内面にはナデ調整が施される。

Fig.29弥 生土器実測図3

75か ら77は 、底部の破片 である。75は 、やや上げ

底の底部で、器壁がやや厚い。76は 、平坦な底部で、

器壁が薄い。77は 、平坦な底部 で、器壁が薄い。全

体的 に摩耗 が著 しい。



78は 、 Ⅸ層 出土 の弥生前期 と考 え られる甕である。平 らな底部か ら、外上方 に立上が り上胴部で

膨 らみ を持 ち頸部 は くびれ外弯 して口縁部 に至 る。口縁端部 は面取 られ る。頸部下方 に突帯 を2条

を巡 ら し箆状原体 で大 きめの刻 目が施 される。 口縁部 内外面 はナデ調整で、横位 の擦痕が残 り内面

が特 に顕著 。外面 は胴部下半か ら口縁部 にか けて、内面 は胴部下半か ら底部 にかけて煤が厚 く付 着

してい る。79は 凹基式の石鏃 でチ ャー ト製 である。長 さ1.75cm、 下端部幅1.45cmで 、重量 はO.8gを

測 る。 （松 田）

2.弥 生時代後期終末から古墳時代の土器

出土遺物は調査区の南西部に集中する傾向がある。Ⅲ層からⅤ層で出土 した遺物で弥生時代後期

終末か ら古墳時代のものであ り、時期幅をもつ。煩雑 さを避けるため、甕 ・壺と高杯 ・鉢など小型

のもの とにわけて平面分布図を示 した。 Ⅰ－28区では手捏ね土器が集中して出土した。

80は弥生土器の鉢である。底部から内弯 しなが ら外上方にのび、口縁端部には横ナデを施 し平坦

面を成す。底部はやや突出気味である。また、底部外面には葉脈痕が残る。外面底部付近には叩 き

目が残存するがその他は丁寧にハケ調整を施 し、叩 き目を消す。内面はやや粗いハケ調整である。

84は弥生土器の鉢である。不安定な丸底から体部は外上方へのび、口縁部付近で大きく外反する。

指頭による成形 ・ナデ調整を基調 とする。85は土師器の椀である。口縁端部を横ナデにより内傾す

る平坦面を形成する。胎土は直径1cm以 下の小角礫を多量に含む。内外面の摩耗が激 しく調整は不

明である。86は 土師器の椀である。口縁端部 をナデにより内傾する平坦面を形成する。底部外面に

は打ち欠いたような痕跡が残る。87は 土師器の椀である。外面の上半部は横ハケを施 し、下半部は

ナデ調整を施す。89は土師器の椀である。他の椀に比較 して器高が低い。内面口縁部付近にはおこ

げが付着する。90は 土師器の椀である。全体が歪む。口縁端部はナデにより内傾する平坦面 を形成

し、外反させる。体部内面やや上部におこげが幅約1cmの 環状に付着する。91・93は 外面に煤が付

着する。

94は土師器の高杯である。杯部は椀状を呈 し、口縁端部は外反する。脚部は中実であ り、裾部は

大きくひらく。95は 土師器の高杯である。杯部は椀状を呈する。脚部は中実であり、裾部は緩やか

にひろがる。96は 土師器の高杯である。脚端部は裾部付近で大きくひろがり、脚部内面にはヘラ削

りを施す。97は土師器の高杯である。杯部は底部から口縁部は外上方に直線的にのびる。脚部内面

には箆削 りを施す。全体 に器壁は厚 く、比較的深 くしっかりとした印象 を与える。杯部外面、脚端

部に煤が付着する。98は 土師器の高杯である。法量は他の高杯に比較してやや小さい。杯底部と口

縁部の接合痕跡が比較的明瞭に残る。脚裾部はほぼ水平にのびる。脚部内面には箆削 りを施す。100

は土師器の高杯である。杯部は平 らな杯底部から急角度で直線的に立ち上がる。脚部は 「ハ」の字

状にひろがる。全体に器壁が厚い。口縁部内外面および脚端部内外面のそれぞれ一部に煤が付着す

る。101は 土師器の高杯である。口縁部は内弯気味に立ち上が り、口縁端部は横ナデにより大 きく

外反させる。全体に歪む。106の 外面は被熱変色する。107の 外面には煤が付着する。108は 被熱 し

ている可能性がある。112は 高杯である。脚部に円孔 を穿つ。



Fig.31古 墳 時代 遺物分布 図



Fig.32古 墳時代出土遺物分布接合図及び垂直分布図1





Fig.33古 墳時代 出土遺物分布接合 図2





Fig.34古 墳時代 出土遺物分布接合図3



Fig.35大 壼 集中出土状況図

115は小型の土師器甕である。口縁部が最大径である。116は 土師器の甕である。球形を指向する

体部か らやや長めの口縁部がつ く。体部外面には細かいハケ調整を施す。外面肩部から口縁部には

叩き目状のものがうっす らと確認できる。体部外面下半から口縁部まで煤が激 しく付着する。また、

底部内面にはおこげが見 られる。117は 弥生土器の甕である。 しっか りとした平底から外上方にの

び、頸部で緩やかに屈曲し外反する。外面は底面から底部付近は被熱赤変 し、胴部下半から口縁部

まで煤が激 しく付着する。内面底部にはごく僅かであるがおこげが付着する。118は 弥生土器の甕

である。口縁部は体部から直立気味に立ち上がり、端部は外反させる。底部付近には水平方向の叩

き目が、体部には右上がりの叩 き目が、頸部から口縁部には水平方向の叩 き目が残る。外面体部上

半には煤が付着する。叩き目の方向が変化する付近にはナデにより叩 き目は消される。内面には口

縁部 と頸部の境は比較的明瞭な稜が巡る。内面底部付近にはおこげが付着する。119は 弥生土器の

甕である。体部は叩き成形後、縦ハケ調整を施す。口径 と胴部最大径がほぼ等 しい。出土遺物のな

かではやや古い要素を有 している。120は 弥生土器の甕である。外面底部付近には右上が りの方向、

下半には水平方向の、肩部には右下が りの叩き目が残る。外面は激しく煤ける部分があ り、底部内

面にはおこげが付着する。121は 土師器の甕である。球形を指向 した体部に直立気味に口縁部がつ

く。体部外面最大部付近に帯状に煤が、底部内面付近にはおこげが付着する。123・126・127・129・

131・132・134・137～141の 外面には煤が付着する。142は 弥生土器の甕である。口縁部は 「く」の

字状 に外反する。肩部外面 には整然 とした右上が りの叩き目が残る。外面には煤が付着する。口縁

部内面には斜め方向のハケ調整が施される。145は 弥生土器の甕である。球形をした体部から 「く」

の字状 に外反 した口縁部がつ く。体部外面には右上がりの叩 き目が残る。体部内面にはハケ調整を



Fig.36古 墳 時代遺物実測図1



Fig.37古 墳 時代遺物実測図2



Fig.38古 墳 時代遺物実測図3



Fig.39古 墳 時代遺物実測 図4

施す。頸部内面には口縁部の接合痕跡が明瞭に残る。体部最大径付近に煤が帯状 に付着 し、口縁部

の一部にも煤が付着する。146は 土師器の甕である。長胴形の胴部に短 く外反する口縁部がつ く。

内外面には粘土帯接合痕跡が残 る。外面には煤がうっす らと付着する。147は 土師器の甕である。

体部はやや長胴である。口縁部は体部か ら緩やかに外反 し、端部は丸 くおさめる。体部外面には煤



Fig.40古 墳時代遺物実測 図5



Fig.41古 墳時代遺物実測図6

が付着する。148は 土師器の甕である。体部は扁平な球形を呈する。体部下半には底部接合時の接

合痕跡が巡る。内外面に粘土帯接合痕跡が巡る。

149は 弥生土器の大壺である。一 ヶ所で潰れるように出土 した。頸部が窄まり、口縁部が短 く外

反する。体部外面は叩 き調整の後、下半には疎 らであるがハケ調整を施す。150は 土師器の壼であ

る。体部は最大径がやや上部にある篇球形を呈する。口縁部は体部から短 く外反する。調整は器面

の摩耗がはげしく不明瞭ではあるが、体部外面および内面の一部にはハケ目が一部見 られる。外面

体部最大径 よりやや下方は煤が帯状 に付着する。151は 外面にうっすらと煤が付着する。160は 底部

である。小 さく突出した底部から大きくひらく。内面にはハケ調整を施す。浅黄橙色か らにぶい黄

橙色に発色する。161は 底部である。安定 した平底から内弯気味に直線的に立ち上がる。体部外面

の一部にはタテ方向の粗いハケ状の痕跡が認められる。162は 弥生土器の甕の底部である。体部外

面にはやや細めの叩き目が残存する。外面には底部付近を除き煤が付着する。また、内面にはおこ

げが付着する。163は 外面に煤が付着 し内面にはおこげが付着する。164は 外面が被熱変色 し煤が付

着する。167の 内面にはおこげが付着する。169は 弥生土器の甕の底部である。丸底である。外面に

は底部付近を除き煤が付着する。叩き目は162同 様やや細い。170は 土師器の甕の底部である。一円

玉程の平底の底部から外上方へひらく。外面は煤が付着 しており、底部付近の一部は被熱赤変する。

外面はナデ調整、内面はハケ ・ナデ調整である。

174は小型丸底壺である。体部は肩部が張る篇球形である。底部外面に黒斑がある。

178は小型器台である。一部に被熱赤変部がみられる。179は 小型器台である。一部に被熱赤変部

がみられ煤が付着 している。

180～182,184～186は 手捏ね土器である。182は 平底の底部から直線的に立ち上がる。比較的丁

寧なつ くりである。184は 平底の底部をもち体部は内弯気味に立ち上がる。比較的丁寧なつ くりで

ある。185は 底部は尖底で安定性に欠 く。186は 浅い鉢状を呈する。

187は土製模造鏡である。平面形は楕円形を呈する。鏡面の中央部は周辺部の指押えにより突出

する。背面中央部に双孔を穿った紐部を付す。

200は 須恵器の壼である。体部外面には平行叩きが施 される。その後、カキ目調整が施される。

カキ目調整は肩部では体部 よりも密に施される。口縁端部には断面三角形の突帯が巡る。



Fig.42古 墳時代 遺物実測 図7

202は 須恵器の杯である。明らかに混入 したものである。

206は 土師器の鉢である。体部は半球状を呈し、口縁端部は弱 く内傾する。

212は 手捏ね土器である。指頭でつまみなが ら体部か ら口縁部を成形する。体部外面お よび口縁

部内面に黒斑を有する。完形品である。（久家）



Tab.3遺 構出土遺物観察表1



Tab.4遺 構出土遺物観察表2

Tab.5遺 構外 出土遺物観察表1



Tab.6遺 構外 出土遺物観察表2



Tab.7遺 構外 出土遺物観 察表3



Tab.8遺 構外 出土遺物観 察表4



Tab.9遺 構外 出土遺物観察表5



Tab.10遺 構外 出土遺物観察表6



Tab.11遺 構外出土遺物観察表7
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Tab.13出 土遺物取 り上 げデ-タ 表1



Tab.14出 土遺物取 り上げデータ表2



Tab.15出 土遺物取 り上 げデー タ表3



Tab.16出 土遺物取 り上 げデータ表4



Tab.17出 土遺物取 り上げデー タ表5



Tab.18出 土遺物取 り上げデー タ表6



Tab.19出 土遺物取 り上 げデー タ表7



Tab.20出 土遺物取 り上 げデー タ表8



第5章 まとめ

1.調 査成果から

具同中山遺跡群は、縄文時代から中世にかけて中村市では最 も広範囲に認められる遺跡群である。

中筋川改修による昭和61年 度から調査が開始され、特に古墳時代の祭祀跡や鎌倉時代 を中心 とした

集落跡を検出 している（註1）。 さらに中村宿毛道路関連では、既 に報告 されている具同中山遺跡群 Ⅰ（註2）とし

た西端部にあたる調査地点で小規模 な古墳時代の祭祀跡や弥生時代から鎌倉時代 までの自然流路を

検出している。

今回の調査区は、遺跡群の中で もほぼ中央域に位置 してお り、昭和61年 度から平成3年 度にかけ

て調査 した地点に近 く同じ中筋川の自然堤防上に立地 している。調査地点の標高も6～7m前 後 と

周辺地域か らすると比較的高い位置である。検出遺構は、古墳時代以降で時期不明の柵列や土坑3

基、弥生時代から古墳時代にかけての自然流路跡、弥生時代の柵列跡等を検出 している。出土遺物

では、主に包含層のⅥ層、Ⅵ′層からまとまって弥生時代 中期後半から後期にかけての土器が出土

してお り、四国西南部の弥生期を把握する上で貴重な資料 を提供できた。

古墳時代では、包含層のⅣ層、Ⅴ層から4～5世 紀を中心とした遺物が出土 している。中でも調

査区中央部から出土 した土師器の甕は、同時期の県内出土のものと比べて大型で周辺の遺物 も含め

祭祀関連に使用されたとも推定できる。また古墳時代の祭祀跡は、本流である中筋川に沿って祭祀

行為の規模が大きく、支流では小規模 ながら頻繁に行われていたという傾向が認められ、常に水に

冠るような地点で祭祀が認められる。洪水や農耕の五穀豊穰を目的とした水の祭 りとも考えられる

が、 もう一つの視点として流通に関わる湊での祭祀行為 も考えられる。中筋川上流域には、高岡山

古墳(註3)をはじめ平田曽我山古墳が造営されてお り、これら古墳 を生み出した集落 と下流域の祭祀遺跡

群は有機的な関係が考えられてお り（註4）、今後 これら祭祀行為の背景にある政治的関係や自然崇拝等、

あらゆる視点で中筋川下流域の祭祀跡を考 えていく必要があると考えられる。

2.具 同中山遺跡群出土の弥生中期の土器について

今回の調査区で、弥生時代 中期の土器が包含層ではあるが破片数900点 程の資料がまとまって出

土 した。主にⅥ層からⅥ′層の出土であるが、高知県西部では出土量が少なく貴重な資料である。

これまで具同中山遺跡群で調査された当該期の遺物や、周辺遺跡の紹介 と高知県弥生中期土器の研

究史を振 り返 り若干の考察をしていきたい。

中村地域でも中期後半になると遺跡数が多 くなる傾向が認められる。四万十川左岸に、吹越遺跡、

久山遺跡、岩崎山遺跡等が所在 してお り、中村市 を一望できる中世の中村城跡の一部で古城山遺跡

が確認されている。古城山遺跡では、神西式土器 と共に太形蛤刃石斧 と石鏃が出土 している。これ

ら遺跡は、山上に立地しているところが多 く古城山遺跡をのぞき集団経営が行われるほどの面積を

有 していない。これら山上に点在する小集落と有機的な関連性を持つ拠点的集落は平野部の沖積層

の下に埋没されている可能性が指摘されている。具同中山遺跡群からは、岡本健児氏が石丸出土 と



されている神西式土器を掲載(註5)され、その後昭和61年 度の調査で包含層から100点 近い中期後葉を中

心 とした土器が出土 している。昭和61年 度調査の図示 し得たものから見ると、中期中葉の甕が1点

とその他は後葉の口縁部粘土帯が貼付される壺や長頸壺などが出土 している。さらに平成6年 度調

査でも、包含層のⅦ層～Ⅷ層から弥生中期末から後期の土器が出土 している。その中で中期土器の

特徴 とされる口縁部粘土帯貼付手法を持つものは、神西式土器の胎土を持つ ものとされている。い

ずれも量的には少ない遺物ではあるが、この地域で沖積地からの初めての出土であ り今回の資料を

含め、拠点的集落が周辺に存在 している可能性 も想定できる。

具同中山遺跡群から出土 した中期土器の特徴は、口縁部粘土帯貼付に口縁端部から粘土帯外面に

刻目を有 し微隆起帯や円形浮文を持つ ものである。これらの特徴 を有する土器群が出土した遺跡 と

して、窪川町の神西遺跡(註6)や葉山村の永野遺跡(註7)が挙げられる。県西部の中期の土器についてはこの2

遺跡の資料でその様相が語 られていた。土佐における弥生土器の編年は岡本健児氏の研究により確

立され始め（註8）、その後出原恵三氏によって土佐の弥生中期土器研究でさらに編年研究が進んだ（註9）。さら

に平成6年 に 「弥生時代中期の土器 と集落」の内容で開かれた古代学協会四国支部の第8回 大会で

高知県の最新の中期土器編年が提示 された（註10）。これらの研究成果をうけて、平成7年 度本調査の既調

査概報（註11）では、永野遺跡や神西遺跡の土器群や田村遺跡群の遺構一括資料 と比較 して、本資料は中期

Ⅱ （畿内第Ⅲ様式並行）に比定 され永野 Ⅱと神西式土器を繋 ぐ中期中葉の一括資料 として報告 して

いる。

その後高知県では、伊野町のバーガ森遺跡(註12)や土佐市の北高田遺跡が調査 され神西式土器を含め弥

生中期の検討資料が増加 し始めた。その中で出原氏が提唱した土佐型甕(註13)の系譜を引 く特徴を有 して

いることなど、地域色豊かな土器群 としてその位置づけの再検討がされ始めている。伊予側では、

岡本健児氏 によって宇和町岩木岩陰出土の土器は神西式土器 と認識されている（註14）。最近では宇和町の

岩木赤坂遺跡で、中期中葉の土器群が出土 してお り今次資料 と類似 した特徴 を持つ土器群を四国西

南土器として位置付けている。その定義 として挙げられている形態の特徴や、口縁部外面の粘土帯

を貼付 し刻 目が施 される点、胴部に突帯や浮文を有する点など本資料にも認められ伊予側での資料

の諸特徴 を包括 し得るものである。岡崎壮一氏の西南四国型甕の研究(註15)によれば、口縁部粘土帯と刻

目の変遷から、南予地方の西南四国型甕は前期末に出現 し始め中期を通して展開し中期末頃まで存

続 したとされている。

本資料 も、西南四国という地域の中で愛媛県南予 と高知県中央部の中で、その土器に認められる

個々の属性の比較検討が望まれる所である。本資料における現段階での時間的位置づけを行うにあ

たり、再度永野遺跡資料 と神西遺跡の資料 との属性の比較検討が必要 と考える。永野遺跡で岡本健

児氏は、中期2式 土器は畿内Ⅲ様式 （古）並行でその仮称 を永野Ⅲ式土器とし、中期3式 土器を神

西式土器そのものとしている。この神西式土器については、前述 したごとく岡本健児氏が昭和25年

に発掘 した神西遺跡出土の弥生土器の特徴 をもってその標識としているが資料的に少なく今後の研

究課題となる点である。その後伊野町バーガ森北斜面遺跡出土土器の検討をされ、凹線文土器と伴っ

て神西式土器が出土 しており、その出土状況から高知県西部にゆ くに従いその判出例が少なくなる

指摘をされ神西式土器が純粋な形で分布するのは高知県西部地域であるとされている。



本資料は包含層出土ではあるが、ある程度まとまりをもって出土 してお り永野Ⅲ式から神西式土

器の時間幅で捉 えられる資料である。61か ら72までの土器は、口縁部粘土帯に刻 目をもちその下部

に微隆起帯をもち楕円浮文をもつものなども存在 し同時期 に考えてもよさそうである。しかし48・

49な どの壺類は、連続直線文や波状と直線文が交互に施されており、時期的に古 く （中期中葉頃）

存在 してもよい資料である。また56・57な どはⅣ段階新で、59な どはⅣ段階末と考えられる資料で

ある。本資料で も凹線文の発達 した資料は認められず、岡本健児氏が指摘されたとお りの出土状況

である。ここで出土 している土器群は、明確に時期を決めることができないが、59を 除き中期中葉

から中期後葉 （中期末も含む）の範囲に含まれるものと理解 しておきたい。（松田）
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3.具 同中山遺跡群出土土師器高杯に関する覚え書 き

（1）はじめに

幡多地域では河川改修及び道路建設等に伴う発掘調査が継続的に実施 され、具同中山遺跡群 を中

心に4世 紀から6世 紀にかけての祭祀跡が数多 く検出されてお り年々資料が蓄積されてはいるが、

祭祀跡出土のもが大部分を占めているため編年を構築する障壁 となっている。そのなかでも、土師

器とともに祭祀跡か ら出土 している須恵器については精力的に研究が進められ精緻な編年が確立 さ

れてお り各祭祀跡の年代観は須恵器を中心に語 られてきた（註1）。その一方で、土師器については2,3

の論稿 を除いてあまり触れ られることがなかった(註2)。

ここでは土師器の高杯について若干の検討を加えていこうと思う。具同中山遺跡群で現在までに

報告されている高杯は100点 あまりある。そのうち杯底部 と杯口縁部の接合時の段 を残 し、口縁部

が大 きく外反する高杯について述べる。

（2）土師器高杯の分類

ここでは杯底部と杯口縁部の接合部が段状に残存 し、口縁部が大きく外反する高杯を取 りあげる。

このタイプの高杯は具同中山遺跡群では主体を占めるもので脚端部および杯部と脚部の接合方法を

基準に分類をおこなう(註3)。

①脚部形態

1類 ：脚部は中空で脚端部にむかい緩やかにひろが り脚端部付近で大 きくひらくもの。

2類 ：脚部は中空で脚端部にむかい緩やかにひろが り脚端部でほぼ水平にひろがるもの。

②杯部 と脚部の接合方法

a手 法 ：杯部 と脚部を別々につ くり、粘土塊 を杯底部内面から押 しつけ接合する。結果として杯

底部が半球状 ・棒状に突出する。

b手 法 ：a手 法 と同様 に製作 されたと考えられるが、杯底部の突出部を脚部内面から指頭 により

2,3回 押 さえあるいはなでつけたものであり、結果として突出することはな く平坦である。

Fig.43高 杯分類 図



（3）高杯の法量分布

今 回対象 とす る高杯 の法量分布(註4)（口径 と器高 、口径 と杯高） について各SF別(註5)にすべての類型 の

グ ラフ化 を試みた。

口径20cm以 上の大型の ものを除 くと、器高は11.0～17.Ocmの 範囲 に、杯高 は4.5～7.Ocmの 範 囲にそ

れぞれ収 まる。 この うち、出土数 の多いSF6（註6）とSR3（註7）に注 目 してみる と、器高が高い一群 と低 い

一群 、お よび杯高が深い一群 と浅 い一群 とにグルー ピングが可能である。杯高が深い一群ではSR

3出 土資料が圧倒的 に多いが、逆 に浅い一群 ではSF6出 土資料 が圧倒 的に多 い。 また、器高につ

いて も高 い一群 はSR3出 土資料 に多 く、低 い一群 はSF6に 多い。SF6とSR3の あいだには

時期差が存在す ると考 えられる。

SF6とSR3出 土の高杯 を比較 した結果、類型 には関係 な く杯高 ・器高 に明瞭 に時期差 があ ら

われる ことが明 らか となった。

また、時期変遷 につい てはSF6とSR3の 先後 関係が 明 らか となれば変遷 も自ず と明 らか とな

る。 しか し、両者の出土遺物 のなかで時期が把握 しやす い須恵器杯類 を検討 してみ るが両者 とも概

ね5世 紀後半 ～末 の ものであ り先後 関係 を明 らか にす るこ とがで きない。他 の器種 において も同様

である。

そ こで、層位 的に先後関係 が把握 されてい るSF4とSF5出 土の土師器高杯 を検討 してみ る。

SF5はSF4よ り下層で検 出 されている（註8）。SF4で は土 師器高杯が2点 、SF5で は2点 出土 し

Fig.441b類SF別 法量分布 図



てお り、両者の杯 高 を比較す る と明 らか にSF4の ほうが浅い（註9）。 したが って、杯 高は深 い ものか ら

浅 い ものへ と変遷 する もの と考 え られ る。

（4）1b類高杯の動 向

SR3出 土の高杯 には1a類 と1b類 の2種 類が存在 し、1b類 は胎土 ・色調 において も1a類 とは

比較 的明確 に分離 する ことがで きる。1b類 は1点 を除 くとすべての もの はにぶい橙色 に発色 して

お り、胎土 は直径5㎜ 大以下の砂粒 を多 く含む ものであ る。つ ま り、少な くとも1b類 は1点 を除

くとすべ て同一地域 で制作 され、かつ1a類 の製作地 とは異なる と考 え られ る。

次 のSF6の 段 階 になる と1b類 の中で にぶい橙色 を呈す るものは1点 のみであ り、胎土 ・色調

も多種類の ものが認 め られる ようになる。

（5）まとめ

土 師器高杯 について大 まかに検討 を加 えて きた。

杯部 と脚部 との接合方法 を中心 にタイプ分類 を試 み、各 タイプの関係 について若干の検討 を加 え

た。脚部形態、杯 部 と脚部 の接合方法 について3タ イプに分類 する ことが可能であ る。時期変遷 に

ついては脚端部形 態、杯部 と脚部 の接合方法 とはあま り関係 がな くむ しろ杯高の差 にあ らわれてい

る。す なわち時期 が新 し くなるにつれ杯部が浅 くなる傾向があ ることが明 らか となった。

また、各類型 の土師器高杯 の動向 を検討す るにあた り1b類 を取上げ、検 討 した結果、SR3段

階での1b類 は胎土 ・色調 が類似 してお り1a類 とは異 なった製作 地を推定す ることがで きる。 その

後 、SF6段 階で は各類型 とも統一的 な胎土 ・色調 は持 たな くなる。祭祀行為の主体 を検討す るの

に示唆 的な結果 を得 ることがで きた。 （久家）
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5）土 師器高杯は1a類 ・1b類 ・2b類 の3タ イプを確認す ることがで きた。本文
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6.6cm） で あ る。 Fig.45高 杯計測部位凡例
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調査前全景

調査区 表土層掘削状況



調査区 北壁セクション

調査 区 中央バ ンクセ クシ ョン



第 Ⅳ層P1検 出状況

第Ⅳ層P2検 出状況



第Ⅲ層SA検 出状況 （西方向から）

SA・SK完 掘状況 （西方向か ら）



SR2セ クシ ョン （北方向か ら）

同上 （北西方向から）



SR2完 掘状況 （西方向から）

同上 （北方向から）



第Ⅸ層SA検 出状況 （西方向から）

同上 （南方向から）



第Ⅸ層SA半截 状況

同上



第Ⅸ層SA半截 状況

調査区 完掘状況



第Ⅳ層 焼土 ・遺物出土状況

同上



SR1遺 物出土状況

SR1土 師器出土状況



SR1土 師器出土状況

SR2遺 物出土状況



SR2遺 物出土状況

同上



SR2木 製品出土状況

第Ⅸ層 遺物出土状況



第Ⅸ層 遺物出土状況

第Ⅸ層 石鏃出土状況



第Ⅵ層 遺物出土状況

同上



第Ⅵ層 遺物出土状況

同上



弥生土器大壼出土状況

第Ⅴ層 遺物出土状況



土師器甕出土状況

土製模造鏡 ・土師器高杯出土状況



第Ⅴ層 土師器出土状況

同上



第Ⅴ層 遺物出土状況

同上



第Ⅴ層 遺物出土状況

同上



第Ⅴ層 土師器出土状況

同上



発掘作業風景
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出土遺物1



出土遺物2



出土遺物3



出土遺物4



出土遺物5



出土遺物6



出土遺物7



出土遺物8



出土遺物9
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出土遺物12



出土遺物13



出土遺物14



出土遺物15



出土遺物16



出土遺物17



出土遺物18



出土遺物19
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出土遺物21



出土遺物22



出土遺物23
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